
日　時／ 令和７年6月15日（日）

場　所／ 岐阜グランドホテル
総会・懇親会：12：00～15：00
受　　付：11：00～

ロイヤルシアター（地下１階）
参加費／ 一人 8,000円　学生 4,000円

（払込取扱票での参加費払込が出席の申し込みとなります）
参加申込締切／ 6月3日（火）

長良高校同窓会総会・懇親会
令 和 ７ 年 度 　今年度は、44期（平成5年3月卒）がメインホストとして、長良高校同

窓会懇親会を運営させていただきます。
　今回のテーマは、
「偶然の出会いから必然の再会へ 
　　～長良高生の誇りを胸に　再び紡ぐ絆～」です。
　長良高校で偶然出会ってから約30年、時は経ちましたが、6月の再会
を本当に楽しみにしています。今回44期生がメインホストとなり、同窓生
の皆さまの相互の親睦・交流の場をつくるとともに、母校発展に寄与する
役割を果たすことができるよう、一同が尽力して参りますので、皆さまの
ご支援ご協力をどうかよろしくお願い致します。皆様、お誘いあわせの
上、是非ご参加くださいますよう、宜しくお願い申し上げます。
　また、サブホストの43・45期の皆様、サポートホストの14・24・34・54・
64期の皆様、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

メインホスト44期　懇親会実行委員長　鈴木　誠

発　　行
令和７年4月30日

岐阜県立長良高等学校同窓会
岐阜市長良西後町1716-1
TEL（058）231-1186

http://nagara-dousoukai.net

発　　行
令和７年4月30日

岐阜県立長良高等学校同窓会
岐阜市長良西後町1716-1
TEL（058）231-1186

http://nagara-dousoukai.net

岐阜県立長良高等学校　同窓会会報岐阜県立長良高等学校　同窓会会報

表紙イラスト：割山　琉音（美術部3年）
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2ながれ第57号

退
職・転
出・転
入

さ
れ
た
教
職
員
の
方
々

『「文武両道」の誇り』

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
母
校
の
教
育
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
格
別
の
御
理

解
と
御
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

後
藤
周
太
郎
前
校
長
の
後

任
と
し
て
本
巣
松
陽
高
校

か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。
県

内
屈
指
の
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
本
校
に
着
任
で
き
ま
し
た

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
校
の
よ
り
一

層
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
校
を
ご
覧
に
な
る
大
勢

の
方
々
の
思
い
は
、
と
に
か

く
「
誇
ら
し
い
」
の
一
言
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ど
こ
の
学
校
で
も

「
文
武
両
道
」
と
い
う
言
葉

は
よ
く
使
い
ま
す
。け
れ
ど
、

「
文
武
両
道
」
を
本
当
に
や

ろ
う
と
す
る
子
、
本
当
に
や

れ
る
子
が
大
勢
い
る
の
が
こ

の
長
良
高
校
で
あ
り
、
そ
れ

が
本
校
最
大
の
誇
り
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
卒
業
生
の
主

な
進
路
状
況
は
、
四
年
制
大

学
に
約
8
0
0
名
が
合
格

し
、
そ
の
内
現
役
で
1
2
6

名
が
国
公
立
大
学
に
合
格
し

ま
し
た
。
約
３
分
の
１
以
上

が
国
公
立
大
学
に
進
学
し
、

中
で
も
岐
阜
県
、
愛
知
県
の

国
公
立
大
学
合
格
者
が
4
5

名
と
高
水
準
の
結
果
で
す
。

　

昨
年
度
の
部
活
動
の
主
な

実
績
と
し
て
は
、吹
奏
楽
部
、

コ
ー
ラ
ス
部
、
放
送
部
、
演

劇
部
、
陸
上
競
技
部
、
水
泳

部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
、

演
劇
部
は
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
で
優
秀
賞
及
び
文

化
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
は

岐
阜
県
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

新
人
大
会
県
新
人
戦
で
準
優

勝
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
多
く

が
県
大
会
の
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
、
岐
阜
県
教
育

委
員
会
で
は
、
県
立
高
等
学

校
に
お
け
る
「
期
待
さ
れ
る

社
会
的
役
割
等（
ス
ク
ー
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」
を
発
表
し

ま
し
た
。
本
校
は
、「
文
武

両
道
を
実
践
し
、
総
合
的
な

人
間
力
を
培
う
高
校
と
し
て

校
訓
『
開
拓
者
の
気
魄
で
勉

学
と
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
た
れ
・

礼
儀
正
し
く
あ
れ
』の
も
と
、

多
角
的
な
視
点
で
物
事
を
捉

え
る
探
究
的
な
学
び
を
通
し

て
他
者
と
協
働
し
未
来
を
切

り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
す
学
校
」
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
長
良
の
地

で
の
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の

本
校
の
道
筋
を
示
し
て
く
れ

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
は
、
同
窓
生
の
皆
様

が
築
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
の
上

に
、「
文
武
両
道
」
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
新
た
な
誇
り

を
刻
ん
で
い
け
る
よ
う
、
全

職
員
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
母
校
の
活

動
に
御
注
目
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
母
校
へ
の
変
わ
ら

ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

退
職・転
出・転
入

さ
れ
た
教
職
員
の
方
々

〈
退
職
・
退
任
〉

松
岡
達
也（
国
語
）長
良（
再
任
用
）

佐
野
康
雄（
地
歴
公
民
）関（
常
勤
講
師
）

岡
野
健
司（
数
学
）関（
再
任
用
）

水
野
壽
満（
数
学
）岐
阜
総
合
学
園（
再
任
用
）

斎
藤
昌
彦（
理
科
）長
良（
常
勤
講
師
）

和
田
真
二（
保
健
体
育
）

古
田　

縁（
芸
術
）

　
　
〈
転
出
〉

後
藤
周
太
郎（
校
長・地
歴
公
民
）岐
阜
清
流
特
別
支
援

関
谷
十
糸
子（
教
頭
・
数
学
）関
有
知

金
子　

萌（
国
語
）岐
阜
総
合
学
園

村
瀨
遥
香（
国
語
）多
治
見
工
業

田
口
誠
也（
地
歴
公
民
）中
津

内
田
英
典（
数
学
）益
田
清
風

宇
野
嘉
朗（
保
健
体
育
）県
教
委
体
育
健
康
課

市
橋
憲
和（
英
語
）県
教
委
高
校
教
育
課

桑
原
啓
優（
英
語
）県
立
岐
阜
商
業

＊
以
下
常
勤
講
師

北
村
葉
子（
国
語
）加
納（
常
勤
講
師
）

広
瀬
史
奈（
保
健
体
育
）各
務
原
西（
新
採
）

大
塚
洋
子（
英
語
）岐
山（
常
勤
講
師
）

　
　〈転
入
〉

鵜
飼
陽
一
郎（
校
長・国
語
）本
巣
松
陽

寺
井　

聡（
教
頭・地
歴
公
民
）岐
阜
本
巣
特
別
支
援

大
塚
祐
輔（
国
語
）県
立
岐
阜
商
業

塚
原
幸
仁（
国
語
）各
務
原（
再
任
用
）

伊
藤
圭
二（
地
歴
公
民
）本
巣
松
陽

渡
辺　

均（
地
歴
公
民
）本
巣
松
陽（
再
任
用
）

大
平
隆
司（
数
学
）大
垣
桜（
再
任
用
）

長
谷
川
博（
数
学
）各
務
原
西（
再
任
用
）

宮
崎　

学（
数
学
）羽
島
北

小
椋
久
美（
理
科
）岐
阜
城
北

富
田
充
弘（
理
科
）羽
島
北（
再
任
用
）

川
合　

真（
保
健
体
育
）大
垣
桜

山
口
雅
史（
保
健
体
育
）華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

下
野
尚
子（
芸
術
）大
垣
桜

山
口
直
美（
英
語
）本
巣
松
陽

福
山
佐
知（
英
語
）（
育
児
復
帰
）

荒
山
ゆ
き
の（
英
語
）（
新
採
）

＊
以
下
常
勤
講
師     

岡
田
芽
生（
保
健
体
育
）

金
武
伊
織（
英
語
）

教 

職 

員 

鵜飼 陽一郎学校長

『躍進！長良高校』
國島太佳生（32 期）

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

同
窓
会
の
活
動
・
運
営
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
の

総
会
に
お
き
ま
し
て
伝
統
あ
る

長
良
高
校
同
窓
会
の
第
十
二
代

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
三
十

二
期
の
國
島
太
佳
生
と
申
し
ま

す
。
八
年
に
亘
り
同
窓
会
を
率

い
て
下
さ
い
ま
し
た
澤
田
栄
前

会
長
の
後
を
お
受
け
す
る
に
は

甚
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
会
の
発
展
の
た
め
微
力
を

捧
げ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
度
の
同
窓
会
総
会
懇
親

会
は
、
メ
イ
ン
ホ
ス
ト
四
十
三

期
の
皆
さ
ん
が
「
世
代
を
超
え

て
開
拓
者
魂
を
繋
ご
う
〜
２
０

２
４A

L
L
 N
A
G
A
R
A
 O
N
E
 

T
E
A
M

〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
の
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
完
全
復

活
を
思
わ
せ
る
と
て
も
楽
し
い

企
画
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
３
９
５
名
全
て
の

方
々
に
と
っ
て
、
非
常
に
楽
し

い
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
た
も
の
と
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
四
十
四
期

の
皆
さ
ん
が
、
そ
の
勢
い
を
受

け
て
楽
し
い
会
を
催
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
令
和
六
年
度
は
、
岐
阜

県
内
に
お
い
て
「
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
」
「
国
民
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
文
化
イ
ヤ
ー
で

し
た
。
そ
の
高
校
総
文
祭
に
お

い
て
我
が
長
良
高
生
は
日
頃
の

部
活
動
の
成
果
を
如
何
な
く
発

揮
し
ま
し
た
。
中
で
も
開
会
式

に
お
い
て
は
、
放
送
部
の
岩
品

さ
ん
が
総
合
司
会
を
受
け
持

ち
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
コ
ー

ラ
ス
部
が
大
会
歌
を
合
唱
し
て

幕
を
開
け
、
長
良
高
校
無
し
で

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
際

立
っ
た
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
大
会
の
部
門
に
お
い
て

も
、
演
劇
部
が
優
秀
賞
・
文
化

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
、
母
校
の

躍
進
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
（
そ
の
勢
い
を

か
っ
て
全
国
大
会
で
も
準
優
勝

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
）
勿

論
、
一
方
で
運
動
系
の
部
活
動

も
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

同
窓
生
と
し
て
現
役
生
の
活

躍
は
頼
も
し
い
限
り
で
あ
り
、

明
日
へ
の
元
気
の
源
で
も
あ
り

ま
す
。
現
役
生
か
ら
若
さ
と
活

力
を
貰
い
な
が
ら
、
元
気
で
楽

し
い
同
窓
会
で
有
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
六

月
十
五
日
（
日
）
に
総
会
懇
親

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
前
と
同
様
、
５
０
０
名
以
上

の
参
加
者
を
お
迎
え
す
る
準
備

を
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

同窓会会長

〈
転
出
〉

川
上
悦
子（
事
務
部
長
）関
特
別
支
援

山
田
龍
明（
主
事
）岐
阜
本
巣
特
別
支
援

　〈転
入
〉

新
沢
幸
美（
事
務
部
長
）岐
阜
本
巣
特
別
支
援

舩
戸
雄
梧（
主
事
）（
新
採
）

 

事
務
職
員 



●所 在 地／
　岐阜市長良西後町
●調査期間／
　平成3年4月22日～7月31日
●調査面積／
　1,100㎡
●遺跡の立地／
　長良川右岸の扇状地の扇頂付近

城之内遺跡発掘調査概要

発
掘
調
査
結
果

発
掘
調
査
結
果

平
成
元
年
か
ら
新
体
育
館
の
建
設
に
伴
う
岐
阜
大
学
跡
地
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

長
良
高
校
の
敷
地
は
、昔
何
だ
っ
た
？

長
良
高
校
の
敷
地
は
、昔
何
だ
っ
た
？

（
長
良
公
園
敷
地
含
む
）

土
岐
氏
の
城
？ 

寺
院
？

土
岐
氏
の
城
？ 

寺
院
？

 

1 

遺
跡
の
概
要

　

こ
の
地
は
、弥
生
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
い
た
る
造
物
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、城
之
内
遺

跡（
じ
ょ
う
の
う
ち
）と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
人
面
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
瓦

類
の
収
集
に
よ
っ
て
、「
長
良
廃
寺
」（
白
鳳
時
代
）と
も
呼
ば
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
点
は
次
の
三
点
で
す
。

　

ま
ず
第
一に
、長
良
廃
寺
が
存
在
し
た
同
じ
時
期
と
考
え
ら
れ
る
遺
物（
須
恵
器
）が
多
く

出
土
し
ま
し
た
。寺
の
存
在
を
示
す
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、こ
の
地
に
は
白
鳳

時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、な
ん
ら
か
の
公
的
な
建
物
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

次
に
、中
世
の
溝
・
土
壙（
ど
こ
う
）及
び
土
器
類
が
多
く
検
出
さ
れ
、鎌
倉
か
ら
室
町
時

代
に
こ
の
地
で
も
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。特
に
中
世
の

遺
物・遺
構
に
つ
い
て
は
、美
濃
国
守
護
土
岐
氏
の
屋
敷「
枝
広
館
」を
城
之
内
遺
跡
内
に
推

定
す
る
考
え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
は
、本
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
遺
物
が
細
文
時
代
晩
期・弥
生
時
代
後
期・古
墳
時
代・

奈
良
時
代
〜
中
世
と
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
長
良
の
地
が
古
代
よ
り
良
好
な

生
活
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

 

2 

遺
構
に
つ
い
て

　

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
土
壙
が
四
基
、
溝
跡
が
二
条
、
井
戸
跡
が
二
基
で
す
。

　

土
壙
の
な
か
で
三
基
は
人
頭
大
の
河
原
石
が
底
部
に
敷
か
れ
て
お
り
、
長
楕
円

形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
遺
跡
の
例
か
ら
中
世
の
墓
穴
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
溝
跡
は
調
査
区
域
を
南
か
ら
北
へ
傾
斜
し
て
い
ま
す
。
溝
1
は
出
土
し
た
遺

物
か
ら
15
世
紀
か
ら
16
世
紀
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
隣

り
に
あ
る
溝
2
は
13
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
溝
は
、
排

水
や
土
地
の
区
割
り
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

井
戸
跡
は
、二
基
と
も
に
検
出
し
た
面
に
お
い
て
石
が
巡
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、底

部
に
近
づ
く
に
従
い
河
原
石
が
出
土
し
、本
来
は
石
積
み
の
井
戸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　 
3 
遺
物
に
つ
い
て

　

幅
広
い
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
中
で
、特
筆
す
べ
き
も
の
は
、須
恵
器
の
円

面
硯
で
す
。図
に
示
し
た
通
り
、陸
の
周
縁
に
幅
の
狭
い
海
を
設
け
て
い
ま
す
。

陸
に
あ
た
る
部
分
が
磨
滅
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
物
と
し
て
は
晩
期
の
浅
鉢
、石
斧
、石
鏃
が
出
土
し
ま

し
た
。

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
造
物
は
甕
、壺
、蓋
、S
字
状
口
縁
台
付
甕

（
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
）、高
坏
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

白
鳳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
遺
物
は
坏
身
、坏
蓋
、高
坏
、甕
な
ど
が
出
し

ま
し
た
。甕
の
中
に
は
ヘ
ラ
書
き
で「
寺
」と
書
か
れ
た
物
や
、底
部
に
ヘ
ラ
書
き
で「
本
」と
書
か
れ

た
物
が
出
土
し
ま
し
た
。そ
の
他
、寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
瓦
類
が
小
量
出
土
し
ま
し
た
。

　

中
世
の
遺
物
は
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
だ
山
茶
碗
が
、他
の
遺
物
に
比
べ
多
く
出
土
し
ま
し

た
。そ
の
他
、土
師
質
土
器（
素
焼
き
の
土
器
）、常
滑
焼
、中
国
青
磁
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

ま
た
時
期
は
不
明
で
す
が
、網
の
お
も
り
と
し
て
用
い
ら
れ
た
土
錘
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
良
高
校
の
敷
地
は
、昔
も
人
々
が
活
動
し
た
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
き
ず
な
第
2
号
　
平
成
3
年
10
月
10
日
発
行
」よ
り

3 ながれ第57号

歴史を振り返る Part1

城之内遺跡遺構全体図城之内遺跡遺構全体図 遺跡完堀後の全景遺跡完堀後の全景
0 5m

土壙2

土壙3
土壙1

土壙4

井戸1

井戸2

溝1

溝2

円面硯の実測図0 5cm

土壙土壙

〒500-8557 岐阜市橋本町2丁目20番地
http://www.nohhi.co.jp



4ながれ第57号

株式会社市川工務店

昭
和
24
年
4
月

26
年
4
月

28
年
4
月

7
月

10 
月

昭
和
23
年
8
月

63
年
6
月

61
年
9
月

昭
和
49
年

新
校
舎
工
事
完
了

2
年
10
月

平
成
元
年

新
体
育
館
完
成

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た

　

校
舎
を
取
り
壊
し
、

　
　

新
校
舎
建
築
開
始

第
46
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

野
球
部
が
甲
子
園
出
場

岐
阜
県
公
立
高
等
学
校
学
区

制
実
施
に
よ
り
普
通
科
と
商

業
科
の
課
程
を
も
つ
、男
女
共

学
の
総
合
高
等
学
校
と
し
て

発
足
し
、校
名
を
岐
阜
市
立
長

良
高
等
学
校
と
改
め
る
。

主
な
建
物
は
本
館
、体
育
館
、

図
書
館
、校
務
員
室
、湯
沸
場
、

宿
直
室
、（
以
上
大
正
14
年
新

築
）、木
造
校
舎
、割
烹
室
、部

室
、便
所
、プ
ー
ル
等
。校
地
は

校
舎
敷
地
、運
動
場
、第
２
運

動
場
で
あ
っ
た
。

岐
阜
県
公
立
高
等
学
校
再
配
置
に
よ
り
岐
阜
市
立
商
業

高
等
学
校
と
岐
阜
市
立
女
子
商
業
高
等
学
校
と
が
統
合

さ
れ
て
、岐
阜
市
立
商
業
高
等
学
校
と
な
る
。

商
業
課
程
生
徒
が
卒
業　

普
通
課
程
高
と
な
る
。

従
来
の
岐
阜
市
立
商
業
高
等
学
校
・
岐
阜
市
立
女
子
商
業
高

等
学
校
の
卒
業
生
の
学
籍
簿
を
岐
阜

県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
に
移
管
。

校舎

県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
設
置
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

第
１
学
年
は
普
通
科
生
徒
だ
け
と
な
る
。

27
年
4
月

山
県
分
校（
定
時
制
）設
置

岐
阜
市
立
長
良
高
等
学
校
同
窓
会
が

発
足（
一
、四
八
七
名
）

校
歌
制
定
発
表
会

　
（
作
詞
：
土
岐
善
磨 

作
曲
：
信
時
潔
）

31
年
4
月

県
立
に
移
管
し
、

岐
阜
県
立
長
良
高
等
学
校
と
改
称

33
年
3
月

定
時
制
お
よ
び
山
県
分
校
を

　

岐
阜
商
業
高
等
学
校
に
移
籍

36
年
6
月

体
育
館
兼
講
堂
完
成

　
　
25
年
　
　

　
　
26
年
　
　

第
23
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

野
球
部
が
甲
子
園
出
場

第
22
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

第
32
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

S24年校歌発表会S28年体育館兼講堂S36年

第46回選抜高等学校野球大会S49年新校舎建築開始S61年新校舎S63年

歴史を振り返る Part2部 活 動の活 躍
（
創
立
）

新体育館H2年

丸栄石油株式会社
代表取締役社長　

〒500-8137

☎ 058－245－0201／Fax 247－8103
岐阜市東興町 48 番地

澤 田 　栄



5 ながれ第57号

3
年
12
月

プ
ー
ル（
25
ｍ
７
コ
ー
ス
）

　
　
　
・プ
ー
ル
付
属
棟
完
成

10
年
3
月

新
部
室（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
東
側
、2
階
建
）完
成

10
年
12
月

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
完
了

令
和
7
年
4
月

新
制
服
が
2
点
追
加

　
　
2
年

　
　
3
年

　
　
4
年

　
　
5
年

　
　
6
年

　
　
7
年

　
　
8
年

　
　
9
年

コ
ー
ラ
ス
部

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

　
高
等
学
校
部
門「
A
グ
ル
ー
プ
」9
年
連
続
金
賞
受
賞

昭
和
40
年
か
ら

45
年
に
か
け
て
新
館
完
成

コ
ー
ラ
ス
部
は
、全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
高
等
学
校
部
門

「
A
グ
ル
ー
プ
」で
1
9
8
9
年

（
平
成
元
年
）か
ら
1
9
9
7
年

（
平
成
９
年
）ま
で
9
年
連
続
金

賞
受
賞
、う
ち
４
回
文
部
大
臣
賞

受
賞
。ま
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
際
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
回
連
続
金
賞

を
受
賞
。平
成
8
年
に
岐
阜
市
民

栄
誉
賞
を
受
賞
。平
成
９
年
度
に

「
第
50
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
高
校
の
部
A
グ
ル
ー

プ
金
賞
」の
功
績
に
よ
り
岐
阜
県

民
栄
誉
賞
を
受
賞
。

　
　
39
年
6
月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

陸
上
部
員
が
出
場

　
　
41
年
6
月

40
年

45
年

陸
上
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

・小川清子（3年）……４００m
・木崎正子（OG、中央大学）８００m
・佐藤美保（1年）……１００m新館（現北舎）S40-45年

女性左から小川、木崎、佐藤氏S39年

第19回秩父宮杯全国高校陸上選手権大会
男女アベック優勝記念パレード

S41年

第47回全日本合唱コンクール全国大会
「6年連続金賞」「文部大臣賞」（金沢市観光会館）

H6年

沿 革

プールH3年新部室H10年新制服R7年

第2グラウンドH10年

NAGARA NAGARA

①制服タイプC
（年間着用可能）
ジャケットスタイル
（ジャケット、ネクタイ、スラックス）

②半袖ポロシャツ白・紺
（5月～10月頃まで着用可能）

しあわせ祈願の宮

　本荘神社は富士山・出雲大社と伊勢神宮・
白山と結んだ交点に鎮座している。
　パワースポットとして注目を集めております。

岐阜市本荘敷島町 9丁目 24 番地

●しあわせの杜の花が見頃になっています

TEL 058-201-5381

宮　司 今 津 　 隆 弘
監　事 （10期）浅 野 晃 一 郎

28期　福井 雅一
30期　福井 智子
55期　福井 洋平（学年幹事）

岐阜市神室町1－12－1
 電話058－265－6818



不
如
楽
之
者

宮浦　英夫

　

ま
だ
私
が
20
代
の
時
期
に
、伝

統
あ
る
長
良
高
校
に
赴
任
し
ま

し
た
。

　

清
流
長
良
川
が
近
く
を
流
れ
、

岐
阜
城
を
仰
ぎ
見
る
金
華
山
の

麓
に
位
置
し
、近
隣
に
は
公
園
が

隣
接
す
る
な
ど
、自
然
環
境
に
囲

ま
れ
た
長
良
高
校
に
赴
任
で
き
た

こ
と
を
、当
時
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
教
員
に
な
っ
て
初
め

て
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問

が
で
き
た
こ
と
に
、最
大
の
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。校
訓
を
そ

の
ま
ま
に
、毎
日
毎
日
選
手
と
一

緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
の
部
活

動
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
思
い
出

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
て
い
た
た
め
に
、進
学
校
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
夜
遅
く
ま
で

練
習
を
し
、厳
し
く
部
活
動
指
導

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。部
活
動
だ
け

で
な
く
、挨
拶
や
生
活
態
度
・
服
装

に
対
し
て
も
、妥
協
す
る
こ
と
な
く

同
様
に
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
た

め
、選
手
に
と
っ
て
は
と
て
も
辛
く

大
変
な
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

3
年
目
に
は『
春
の
高
校
バ

レ
ー
』で
お
馴
染
み
の
大
会
で
、決

勝
戦
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

敗
れ
は
し
た
も
の
の
県
準
優
勝

と
い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
、学
校
中
が
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
こ
と
は
、本
当
に
嬉

し
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

憶
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、山
口
敦
先
生（
42

期
）、田
中
飛
鳥
先
生
、現
在
の

大
矢
先
生
へ
と
受
け
継
が
れ
て
お

り
、30
年
以
上
も
県
バ
レ
ー
界
の

強
豪
校
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と

に
、大
き
な
誇
り
を
今
の
選
手
に

持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
後
も
退
職
す
る
ま

で
、男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問

を
続
け
、退
職
し
た
今
で
も
東
海

学
院
大
学
で
顧
問
を
続
け
て
お

り
、大
学
の
同
僚
に
は
幸
せ
に
も

長
良
高
時
代
の
バ
レ
ー
部
の
教
え

子（
田
中
克
実（
41
期
）・
大
野
慎

太
郎（
42
期
））と
一
緒
に
働
い
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、当
時
の

教
え
子
た
ち
と
は
一
緒
に
ゴ
ル
フ

を
し
た
り
、酒
を
酌
み
交
わ
し
た

り
と
教
師
と
し
て
最
高
の
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
【
開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学
と
ス

ポ
ー
ツ
に
あ
た
れ　

礼
儀
正
し
く
あ

れ
】と
い
う
校
訓
は
、ま
さ
に
長
良

高
生
が
目
指
す
べ
き
姿
を
よ
く
示

し
て
い
ま
す
。長
良
高
校
の
今
後
一

層
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

思
い
出
す
ま
ま
に

　
　
　
〜
感
謝
を
込
め
て
〜

開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学
と
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
た
れ

礼
儀
正
し
く
あ
れ

河内　克美

　

私
が
長
良
高
校
に
勤
務
し
た

の
は
、平
成
元
年
度
か
ら
平
成

5
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
し

た
。

　

当
時
の
長
良
高
校
は
校
舎

の
再
整
備
が
進
ん
で
い
て
、前

年
に
完
成
し
て
い
た
真
新
し
い

本
館
校
舎
に
出
勤
す
る
の
が
晴

れ
が
ま
し
い
気
が
し
ま
し
た
。　

　

44
期
生
の
皆
さ
ん
が
入
学
さ

れ
た
平
成
2
年
の
10
月
に
新

体
育
館
が
完
成
、11
月
に
は
、

創
立
40
周
年
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、翌
平
成

3
年
に
は
プ
ー
ル
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

職
員
も
、新
生
長
良
高
校
を

目
指
し
て
一
丸
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。明
る
く
澄
ん
だ
活
気
に
満

ち
た
空
気
の
中
、44
期
生
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。授

業
・
学
校
行
事
の
様
々
な
場
面

が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
浮
か
び

ま
す
。

　

ま
た
、吹
奏
楽
部
顧
問
と
し

て
練
習
に
明
け
暮
れ
た
日
々
も

深
く
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

長
良
高
校
吹
奏
楽
部
顧
問
を

務
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、

そ
の
後
も
長
く
高
文
連
や
吹

奏
楽
連
盟
の
活
動
に
関
わ
る

人
生
と
な
り
ま
し
た
。先
年
私

が
定
年
退
職
し
た
折
に
は
、当

時
の
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち
が

慰
労
の
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し

た
。

　

校
務
は
平
成
2
年
度
か
ら

情
報
処
理
部
に
所
属
し
ま
し

た
。生
徒
に
関
す
る
情
報
を
、

Ｐ
Ｃ
を
用
い
て
能
率
的
に
集
中

管
理
し
、教
員
を
手
作
業
の
雑

務
か
ら
解
放
し
て
生
徒
の
た
め

の
有
益
な
時
間
を
確
保
す
こ

と
目
標
と
し
た
、当
時
先
進
的

な
職
務
で
し
た
。

　

私
の
故
郷
高
山
へ
の
転
勤
が

決
ま
っ
た
平
成
6
年
の
３
月
下

旬
、最
後
に
担
任
を
し
た
３
年

10
組
の
皆
さ
ん
が
お
別
れ
の
会

を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
長
良
高
校
で
の
5
年

間
は
、朗
ら
か
で
温
か
い
思
い
出

に
満
ち
て
い
ま
す
。関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
先
生
方
や
生
徒
の
皆

さ
ん
の
お
陰
で
、幸
せ
な
５
年

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

長
良
高
校
の
一
層
の
発
展

と
、同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の

お
幸
せ
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。

井之口　貢久

　

私
が
長
良
高
校
に
赴
任
し

た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
て

五
年
目
の
こ
と
で
し
た
か

ら
、
ま
だ
大
学
生
活
の
記
憶

も
新
し
く
、
卒
業
論
文
の
参

考
文
献
と
し
て
使
用
し
た
歌

論
書
の
著
者
「
土
岐
善
麿
」

の
名
前
を
長
良
高
校
の
校
歌

の
作
詞
者
に
見
出
し
た
時
は

驚
き
で
し
た
。
歌
詞
に
あ
る

「
自
由
の
風
」
「
文
化
の

花
」
の
文
言
に
は
リ
ベ
ラ
ル

な
文
化
人
で
あ
っ
た
土
岐
善

麿
の
面
目
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
文
化
が
精
神
的
所
産
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
豊
か

な
文
化
を
生
み
出
す
土
壌
は
自

由
な
精
神
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
長
良
高
校
に
は
そ
う
し
た

精
神
的
風
土
の
よ
う
な
も
の
が

息
衝
い
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
精
神
は
今
も

き
っ
と
皆
さ
ん
の
生
き
る
原
動

力
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の

時
代
を
反
映
す
る
文
化
が
次
々

誕
生
し
ま
す
。
現
代
を
生
き
る

皆
さ
ん
は
伝
統
文
化
の
継
承
者

で
あ
る
と
と
も
に
新
た
な
文
化

の
創
造
者
で
も
あ
り
ま
す
。
上

質
な
精
神
は
香
り
高
い
文
化
を

生
み
ま
す
。
『
論
語
・
雍
也
第

六
』
に
【
子
曰
、
知
之
者
、
不

如
好
之
者
。
好
之
者
、
不
如
楽

之
者
】
と
あ
り
ま
す
。
「
楽
」

は
「
好
」
に
優
る
と
孔
子
は
言

い
ま
す
。
好
き
嫌
い
の
別
を
超

え
て
、
「
辛
い
思
い
を
す
る
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
楽
し
い
」
と

実
感
す
る
こ
と
に
出
会
え
た
な

ら
、
そ
れ
は
あ
な
た
に
と
っ
て

生
き
甲
斐
に
通
じ
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と

の
多
く
は
社
会
に
向
か
っ
て
開

か
れ
て
い
た
り
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
と
繋
が
っ
て
い
た
り
す

る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
文
化
の

花
」
を
咲
か
せ
、
そ
れ
を
社
会

の
中
で
共
有
し
な
が
ら
楽
し
め

た
な
ら
、
心
豊
か
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
人
生
は
よ
く
旅
に
譬
え
ら

れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
旅
の

味
わ
い
で
あ
る
旅
心
を
楽
し
み

な
が
ら
人
生
を
生
き
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
機
嫌
よ
う
。

 

月
光
や
旅
終
へ
て
よ
り
旅
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貢
久

恩師からの熱い思い出
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ご縁を大切に同窓生だより
西門　純（44 期）

　

私
が
長
良
高
校
を
選
ん

だ
理
由
は
、
中
学
3
年
時

に
夏
の
大
会
開
会
式
で
見

た
長
良
高
校
野
球
部
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
に
惹
か
れ

た
か
ら
で
す
。
学
問
は
ギ

リ
ギ
リ
合
格
す
る
か
否
か

で
し
た
が
、
目
標
が
決
ま

っ
て
か
ら
は
必
死
に
受
験

勉
強
に
取
り
組
み
な
ん
と

か
入
学
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し

た
。

　

入
学
後
は
部
活
に
青
春

を
捧
げ
る
生
活
を
送
り
ま

し
た
。
予
習
、
復
習
は
そ

っ
ち
の
け
で
部
活
か
ら
帰

宅
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
素

振
り
。
部
活
の
為
に
通
学

し
て
い
た
と
い
う
感
じ
で

し
た
。

　

比
較
的
、
自
由
な
校
風

な
の
で
周
り
の
友
人
も
高

校
生
活
を
充
分
に
満
喫
し

て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
（
友
人
達
は
裏
で
は

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
る

の
を
テ
ス
ト
結
果
で
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
）

　

私
に
は
楽
し
い
仲
間
と

部
活
が
あ
り
た
だ
そ
の
為
だ

け
に
学
校
へ
通
い
ま
し
た
。

　

公
式
戦
で
好
成
績
を
収

め
る
事
が
出
来
た
の
も
仲

間
の
お
か
げ
で
し
た
。

し
か
し
最
後
の
夏
は
私
の

エ
ラ
ー
で
逆
転
さ
れ
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

大
学
で
も
野
球
を
続
け

ま
し
た
が
大
学
レ
ベ
ル
で

は
つ
い
て
い
け
ず
、
ケ
ガ

も
あ
っ
て
、
私
は
「
野
球

を
諦
め
る
時
が
来
た
」
と

悟
り
ま
し
た
。
強
豪
校
と

呼
ば
れ
る
高
校
に
入
っ
て

い
た
ら
3
年
間
を
全
う
で

き
ず
不
完
全
燃
焼
で
終
わ

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
に
な
っ
て
思
う
こ
と

は
、
事
に
当
た
る
時
「
何

を
や
る
か
」
よ
り
「
誰
と

や
る
か
」
が
肝
心
だ
と
思

い
ま
す
。
気
の
合
う
仲
間

が
集
ま
れ
ば
お
の
ず
と
素

晴
ら
し
い
活
動
と
な
り
、

そ
れ
は
い
い
思
い
出
と
な

り
、
自
分
の
財
産
に
な
り

ま
す
。

　

長
良
高
校
の
思
い
出
は

私
の
財
産
で
す
。
私
が
犯

し
た
痛
恨
の
エ
ラ
ー
は
飲

み
会
の
場
で
今
で
も
ネ
タ

に
さ
れ
ま
す
が
そ
れ
す
ら

も
い
い
思
い
出
で
す
。

　

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

卒
業
し
て
三
十
年
、高

校
時
代
を
振
り
返
る
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
中
学
三
年
生
の

頃
か
ら
教
員
に
な
る
の
が

夢
で
し
た
。し
か
し
、高
校

時
代
の
私
は
、夢
と
は
真

逆
の
怠
惰
な
学
校
生
活

を
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

定
期
テ
ス
ト
で
は
い
つ
も

赤
点
ギ
リ
ギ
リ
と
な
り
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
勉
強
を

教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
今
思
え
ば
、
勉
学
や

部
活
に
熱
心
に
取
り
組
み

…
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

ほ
ど
の
努
力
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
自
由
な
校

風
の
中
、の
び
の
び
と
し
た

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、岐
阜
県
の
公

立
小
・
中
学
校
の
教
員
と

し
て
勤
務
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
岐
阜
大
学
の

教
職
大
学
院
で
の
長
期

研
修
や
、岐
阜
県
教
育
委

員
会
で
の
勤
務
な
ど
、自

分
自
身
が
成
長
す
る
機

会
も
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。昨
年
度
か
ら
は
、派

遣
教
員
と
し
て
、岐
阜
大

学
の
教
職
大
学
院
の
実
習

担
当
と
し
て
、教
員
養
成

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
、
実
習
生
の
参

観
の
た
め
に
、
長
良
高
校

へ
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
良
高
校
に
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
、
横
断

幕
に
演
劇
部
が
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、途
中
で
部
活
を
や

め
て
し
ま
っ
た
私
を
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
が
演
劇
部
に
誘
っ

て
く
れ
ま
し
た
。当
時
、県

大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と

が
思
い
出
で
す
が
、
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
よ
う

な
活
躍
を
聞
く
と
な
ん
だ

か
誇
ら
し
い
で
す
。

　

仕
事
で
も
、多
く
の
卒

業
生
の
方
と
の
ご
縁
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
職
場
に
な

っ
た
り
、一
緒
に
仕
事
を
し

た
り
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、今
で
も
一
緒
に

集
ま
る
仲
間
が
い
ま
す
。

長
良
高
校
で
つ
な
が
っ
た

ご
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
も
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

長谷部 大輔（44 期）

いい思い出

メインホスト期
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「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ

た
仲
」
と
い
う
言
葉
は
、

学
生
時
代
の
同
級
生
に
も

当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
特

に
３
年
間
と
も
に
部
活
動

を
し
た
仲
間
は
、
私
に
と

っ
て
特
別
な
存
在
で
す
。

三
十
年
ぶ
り
に
再
会
し
た

彼
ら
の
声
や
話
し
方
、
そ

し
て
そ
の
面
影
が
、
一
瞬

で
私
の
心
を
当
時
に
引
き

戻
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
、
改
め
て
部
活
動

が
私
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど

大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
社
会
人
指

導
者
と
し
て
母
校
の
中
学

校
の
部
活
動
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
息
子
を
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
コ
ー
チ
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
当
時
の
顧
問
の
先
生

が
経
験
者
で
は
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
少
し
で
も

お
手
伝
い
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
引
き
受

け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
時
代
の
部
活

動
は
、
平
日
も
休
日
も
毎

日
練
習
が
あ
る
の
が
当
た

り
前
で
し
た
。
今
振
り
返

る
と
、
顧
問
の
先
生
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
を
感
じ
ま
す
が
、
同
時

に
、
私
た
ち
が
充
実
し
た

部
活
の
時
間
を
過
ご
し
、

成
長
で
き
た
の
は
、
先
生

が
多
く
の
時
間
を
割
い
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ

と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
現
在
は
社

会
人
指
導
者
と
し
て
、
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
、
部
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
に
お
い
て
、

部
活
動
は
私
に
と
っ
て
大

き
な
存
在
で
し
た
。
楽
し

く
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
た
思
い
出
は
今
で
も

心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
指
導
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

高
校
に
進
ん
で
も
部
活
動

を
続
け
て
ほ
し
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
部
活
動
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
の
よ
う
に
、
何
年

経
っ
て
も
懐
か
し
い
思
い

出
を
語
り
合
え
る
環
境
が

続
い
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

同窓生だより

前野 篤志（44 期）
部活動が繋ぐ絆

村木　愛（旧姓 井上）（44 期）
　

父
は
海
外
出
張
が
多

か
っ
た
た
め
、
幼
少
の
頃

か
ら
海
外
の
物
や
文
化
に

触
れ
る
機
会
も
多
く
、
小

学
校
高
学
年
頃
に
は
自
然

と
英
語
が
好
き
に
な
り
、

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
は

漠
然
と
で
す
が
、
将
来
的

に
英
語
を
使
う
仕
事
に
就

け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

外
国
語
大
学
に
進
学
、

短
期
留
学
も
経
験
し
、
そ

の
思
い
は
更
に
強
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

損
害
保
険
会
社
に
就
職

し
船
舶
や
貨
物
保
険
に
関

わ
る
仕
事
で
英
語
に
は
携

わ
り
ま
し
た
が
、
今
度
は

海
外
で
日
本
の
事
を
教
え

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
退
職
。
単
身
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
渡

り
、
現
地
の
小
学
校
で
日

本
語
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
一
年
活
動
し
ま
し

た
。

　

そ
の
時
お
世
話
に
な
っ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
3

家
族
や
校
長
先
生
と
は
息

子
が
１
歳
半
の
時
に
再
会

で
き
、
今
も
連
絡
を
取
り

合
い
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
好
き
な
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ

か
っ
た
ら
行
動
し
て
み

る
。
こ
う
し
た
思
い
を
大

切
に
歩
ん
で
い
る
と
、
そ

の
先
の
世
界
は
ど
ん
ど
ん

広
が
り
、
素
敵
な
経
験
や

出
会
い
、
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

人
生
で
無
駄
な
こ
と
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
失

敗
も
挫
折
も
自
分
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
一
つ
で

す
。

　

帰
国
後
は
銀
行
の
外
国

為
替
課
で
働
き
、
そ
の
後

結
婚
、
出
産
。
ブ
ラ
ン
ク

は
で
き
ま
し
た
が
貿
易
の

仕
事
も
経
験
し
、
今
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か

ら
の
技
能
実
習
生
の
支
援

機
関
で
働
い
て
い
ま
す
。

異
国
の
地
で
家
族
の
た
め

に
働
く
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
事
は
今
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
も
生
か
せ
、
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
海
外
生
活
で
沢
山

の
人
達
に
い
た
だ
い
た
愛

を
今
度
は
彼
ら
に
お
返
し

し
た
い
、
そ
う
い
う
気
持

ち
で
働
い
て
い
ま
す
。

Love the life you live, 
　Live  the life you love.

メインホスト期
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何もかもが「昭和」でごめんなさい同窓生だより
早川 三根夫（24 期）

　

ご
縁
を
強
く
感
じ
る
長

良
高
校
。

　

兄
・
弟
・
私
の
三
兄
弟
と

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
、

妻
な
ど
の
九
名
が
、
長
良

高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
。

ま
た
、三
兄
弟
を
含
む
五

名
が
、野
球
部
に
所
属
し

て
い
た
。

　

高
校
時
代
を
振
り
返
る

と
、甲
子
園
出
場
を
目
標

に
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々

が
鮮
明
に
蘇
っ
て
く
る
。大

学
在
学
中
も
、コ
ー
チ
と
し

て
弟
の
学
年
等
の
指
導
に

関
わ
っ
た
。
弟
が
エ
ー
ス
と

し
て
夏
の
県
大
会
で
ベ
ス
ト

４
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
時
、

父
の
遺
影
と
共
に
母
、兄

と
ス
タ
ン
ド
か
ら
応
援
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
家
で
野

球
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、や

は
り
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

監
督
や
中
学
校
野
球
部
の

外
部
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
、

憧
れ
の
父
に
直
接
指
導
を

受
け
た
影
響
が
大
き
い
。ま

た
、
昨
年
末
に
他
界
し
た

母
が
、仕
事
で
忙
し
い
中
で

も
、手
作
り
の
食
事
で
支

え
て
く
れ
た
こ
と
が
、継
続

に
つ
な
が
っ
た
と
感
謝
し
て

い
る
。

　

還
暦
を
迎
え
た
今
で
も

野
球
と
の
つ
な
が
り
は
強

い
。一
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

日
、大
谷
翔
平
選
手
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
が
、

勤
務
す
る
羽
島
市
立
小
熊

小
学
校
に
届
い
た
。
子
ど

も
た
ち
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
紹
介
後
、全

員
が
グ
ロ
ー
ブ
に
触
れ
る
場

を
設
け
た
。年
明
け
後
、希

望
す
る
全
て
の
子
ど
も
た

ち
と
、私
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
っ
た
。

「
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を

高
め
る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」、

名
付
け
て「
夢
キ
ャ
ッ
チ
」

と
し
て
。

昨
年
同
様
、今
年
も
子
ど

も
た
ち
と
、校
長
と
し
て
一

球
一
球
に
心
を
込
め
て
行
っ

た
。
高
校
時
代
の
自
分
に

戻
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

素
晴
ら
し
い
先
輩
・
同

級
生
・
後
輩
、そ
し
て
恩
師

の
先
生
方
と
の
出
会
い
が
、

生
涯
の
宝
物
で
あ
る
。

長
良
高
校
、永
遠
な
れ
！

　

高
校
３
年
生
時
は
、男

子
の
み
の
夢
の
な
い
ク
ラ
ス

で
あ
っ
た
。
名
目
は
理
系

志
望
の
ク
ラ
ス
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、問
題
生
徒

ば
か
り
集
め
ら
れ
た
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。
中
に
は

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
い
る
幸

運
な
者
も
い
た
だ
ろ
う

が
、ほ
と
ん
ど
は
絶
望
的

に
も
て
な
か
っ
た
。

　

２
時
間
目
が
終
わ
る
と

数
名
が
弁
当
を
食
べ
た
。

食
後
の
一
服
と
し
て
、ト
イ

レ
へ
た
ば
こ
を
吸
い
に
行

く
豪
傑
も
い
た
。
彼
は
優

良
企
業
の
社
長
に
な
っ

た
。

　

授
業
中
、前
方
の
席
か

ら
い
か
が
わ
し
い
雑
誌
が

回
っ
て
く
る
。後
ろ
か
ら
見

て
い
る
と
モ
ジ
モ
ジ
し
て
い

る
か
ら
今
ど
こ
に
雑
誌
が

行
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

急
に
先
生
か
ら
指
名
さ
れ

て
も
起
立
が
で
き
な
い
。い

つ
も
最
後
は
一
番
後
ろ
の

柔
道
部
に
回
っ
た
。そ
し
て

家
に
持
ち
帰
っ
た
。
彼
は

校
長
に
な
っ
た
。

　

文
化
祭
に
学
級
で
劇

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。出

来
上
が
っ
た
台
本
は
今
で

言
う
と
こ
ろ
の
R
18
指
定

な
み
だ
っ
た
。
職
員
室
に

呼
ば
れ
た
。き
つ
い
お
叱
り

を
受
け
た
。
仕
方
が
な
い

の
で
私
が
漢
文
の
授
業
で

習
っ
た「
漢
楚
の
興
亡
」
を

題
材
に
一
晩
で
台
本
を
書

き
上
げ
た
。
文
化
祭
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
満
員
の
体
育

館
。
項
王
と
虞
美
人
が
熱

く
抱
擁
、
接
吻
し
、
最
高

に
盛
り
上
が
っ
た
。私
は
こ

の
功
績
で
卒
業
式
に
は
学

級
代
表
に
な
っ
た
。

　

も
て
な
い
面
々
は
女
の

子
と
話
し
た
く
て
仕
方
が

な
い
。そ
こ
で
、今
で
は
信

じ
ら
れ
な
い
が
、「
ミ
ス
長

良
」
を
選
定
す
る
こ
と
と

し
た
。３
位
、２
位
、１
位

と
連
日
「
帰
り
の
会
」
に

呼
ん
で
、表
彰
状
を
渡
し

拍
手
で
祝
し
た
。泣
い
て
し

ま
っ
た
女
の
子
も
い
た
。担

任
の
小
川
先
生
も
「
お
前

ら
女
子
を
見
る
セ
ン
ス
は

あ
る
」と
ほ
め
て
く
だ
さ
っ

た
。こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、学
級
を
代
表
し
て
謝

罪
し
た
い
。

　
「
女
の
子
っ
て
ど
ん
な
ん

か
な
あ
」
と
い
う
妄
想
の

３
年
間
で
あ
っ
た
。

中村 俊彦（34 期）
夢キャッチ

サポートホスト期

〒500-8323 岐阜市鹿島町７丁目１０番地
TEL.058-213-9939　 FAX.058-213-9933
URL  yellhoken.com    E-mail yu-endo@yellhoken.com

今川  靖雄（28期生）
遠藤 昌克（28期生）

今野  智子（30期生）
（旧姓 浅野）

永
代
供
養
合
祀
　
慈
恵
観
音（
永
代
納
骨
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出会いと恩返し同窓生だより
岩田 裕介（54 期）

平工 靖也（64 期）
あの夏の校歌

　

私
は
、小
学
生
か
ら
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
お
り
、高

校
に
入
学
し
て
か
ら
も
そ
れ

な
り
に
続
け
れ
れ
ば
い
い
か

な
と
安
易
な
気
持
ち
で
バ
ス

ケ
部
に
入
部
し
ま
し
た
。し
か

し
、そ
の
気
持
ち
と
は
裏
腹

に
と
て
も
厳
し
い
顧
問
と
出

会
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。後
藤
慎
二
先
生
で
す
。

　

幾
度
と
な
く
退
部
を
考

え
ま
し
た
が
、仲
間
と
共
に

何
と
か
3
年
間
続
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。大
学
で
続

け
る
か
迷
っ
て
い
た
時
に
、後

藤
先
生
か
ら
レ
フ
ェ
リ
ー
活
動

を
進
め
ら
れ
、高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
は
、大
学
の
学
生

連
盟
で
大
会
運
営
や
レ
フ
ェ

リ
ー
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
。こ
の
活
動
が
自
分
の

人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。学
生
な
が

ら
、社
会
人
の
方
々
と
関
わ

る
機
会
が
多
か
っ
た
た
め
、

色
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
れ
が
今
の

社
会
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い

ま
す
。就
職
活
動
に
苦
戦
し

た
時
は
、現
同
窓
会
副
会
長

で
あ
る
榎
本
社
長
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、今
年
で
入
社

し
て
18
年
目
と
な
り
ま
す
。

主
な
仕
事
は
工
作
機
械
の

周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

営
業
・サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
て

お
り
、全
国
色
々
な
お
客
様

先
へ
出
向
い
て
お
り
ま
す
。仕

事
終
わ
り
に
は
、現
地
の
グ
ル

メ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

休
日
は
ミ
ニ
バ
ス
で
小
学

生
の
子
供
た
ち
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
教
え
る
立
場
に
な
り
、指

導
の
大
変
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、同
級
生
が
他

の
チ
ー
ム
で
コ
ー
チ
を
始
め
た

こ
と
で
20
年
ぶ
り
の
再
会
を

し
た
り
と
、バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通

じ
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら

に
広
く
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
担
任
で
私
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
進
め
て
く
れ
た
、

故 

日
比
野
先
生
、高
校
の
顧

問 

後
藤
先
生
、職
場
の
榎
本

社
長
と
、私
の
人
生
に
携
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
、皆

さ
ん
長
良
高
校
O
B
の
方
々

で
す
。本
当
に
感
謝
の
気
持

ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
役
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、今
ま
で
そ
し
て
こ

れ
か
ら
先
の
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。困
っ
た
と
き
に
は

人
に
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し

て
、そ
の
人
達
に
恩
返
し
す
る

気
持
ち
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
友
情
深
し
長
良
高
校
〜
♪
」

 

何
度
こ
の
校
歌
を
練
習
後

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
歌
っ
た
だ

ろ
う
。

　

私
は
高
校
時
代
、野
球

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
の
思
い
出
を
振
り
返

る
と
、ほ
と
ん
ど
が
野
球
部

で
の
思
い
出
で
す
。ワ
ク
ワ
ク

し
て
入
部
し
た
１
年
生
の

春
。そ
の
期
待
と
は
裏
腹

に
、周
り
と
の
実
力
の
差
に

打
ち
ひ
し
が
れ
る
日
々
。勉

強
で
赤
点
を
取
っ
て
練
習

に
参
加
で
き
な
い
日
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
振
り
返
る
と
、ど
れ

も
楽
し
か
っ
た
な
と
仲
間
と

語
り
合
え
る
笑
い
話
と
な
っ

て
い
ま
す
。練
習
後
に
は
、

試
合
で
勝
っ
た
後
に
歌
う

校
歌
の
練
習
を
何
回
も
し

ま
し
た
。夏
の
大
会
で
は
何

回
歌
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
胸
を
踊
ら
せ
な
が
ら
。

　

そ
し
て
最
後
の
夏
の
大
会
。

何
度
も
繰
り
返
し
た
校
歌

の
練
習
が
実
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、私
は
テ
レ
ビ
局
で
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
を
知
っ
て
い
る

恩
師
ら
か
ら
は

「
平
工
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
！？
」

と
今
で
も
驚
か
れ
ま
す
。

仕
事
で
は
ス
ポ
ー
ツ
実
況
を

し
て
い
て
、県
内
の
ス
ポ
ー
ツ

に
携
わ
り
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通

し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
野
球
の
夏
の
大

会
、あ
の
場
所
で
校
歌
を
歌

い
た
い
と
思
っ
て
い
た
高
校

球
児
が
、何
十
年
後
に
放

送
席
か
ら
実
況
し
て
い
る
な

ん
て
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。人
生
、何
が
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

高
校
生
の
と
き
の
私
は

何
を
や
り
た
い
か
決
ま
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も

こ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

た
と
き
に
思
い
出
し
て
い
た

の
は
高
校
時
代
の
あ
の

日
々
で
す
。

　

白
球
を
追
い
か
け
て
、友

人
と
笑
い
、泣
い
た
あ
の
３

年
間
。皆
さ
ん
も
高
校
で
の

時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
。

 

今
年
の
夏
、自
分
が
歌
う

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
校
歌

を
後
輩
た
ち
に
は
た
く
さ

ん
歌
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
放
送
席
か
ら

見
て
い
ま
す
。

サポートホスト期

〒500－8046 岐阜県岐阜市米屋町25番地
電話／058-265-3601　営業時間／11：00～22：00　不定休
http://hirai-gifu.com/

日本料理

山紫水明の地に育まれ
　 季節を奏でる美濃の日本料理

一期一会のおもてなしと繊細で奥深いひら井の日本料理を心ゆくまで、ご賞味下さい。

平井 良樹（29期生）

お菓子づくりは、笑顔づくり！

　（プルシック）

岐阜の小さなお菓子屋さん

※食材探求のため、定休日以外にもお休みを頂戴する事がございます。

株式会社菓子道
住所／〒500-8222　岐阜市琴塚2-1-18　TEL／058-215-9393

営業時間／10：00～18：00　営業日／木・金・土・日曜日

所  浩 史（30期）
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学 び

清水 元登（76 期）

青 春

岩田 優香（76 期）
学園だより

に
、私
と
真
正
面
か
ら
向
き

合
い
愛
の
あ
る
指
導
を
し
て

く
れ
る
先
生
方
に
も
出
会

え
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
ら

の
経
験
や
出
会
い
か
ら
、い
つ

も
私
を
応
援
し
て
く
れ
る

家
族
の
温
か
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
華
の

J
K
ら
し
い
青
春
は
送
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、私
は
自
分

だ
け
の
青
春
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。高
校
生
活
の

全
て
の
瞬
間
が
私
の
青
春
で

し
た
。私
は
、短
く
長
い
3
年

間
で
、「
青
春
」と
は
感
謝
の

気
持
ち
と
日
々
の
積
み
重
ね

か
ら
成
る
と
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
そ
の
青
春
を
大

事
に
持
っ
て
、明
日
へ
の
活
力

と
し
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
新
た
な
人
生
へ
と
踏
み
出

し
ま
す
。青
春
を
あ
り
が
と

う
、長
良
高
校
。

　

私
は
演
劇
部
に
所
属
し
、

平
日
は
部
活
と
小
テ
ス
ト
の

勉
強
に
、休
日
は
部
活
と
週

末
課
題
に
時
間
を
割
き
ま

し
た
。私
が
3
年
間
で
友
達

と
遊
ん
だ
の
は
5
回
程
で
し

た
。部
活
後
は
、寄
り
道
を

す
る
よ
り
も
上
演
作
品
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。私
の

ス
マ
ホ
の
ア
ル
バ
ム
に
は
プ
リ

ク
ラ
の
写
真
や
カ
ラ
オ
ケ
の

動
画
な
ど
の
J
K
ら
し
い
思

い
出
は
無
く
、代
わ
り
に
小

テ
ス
ト
の
範
囲
表
や
台
本
の

写
真
な
ど
で
埋
ま
っ
て
い
ま

す
。だ
か
ら
私
は「
青
春
」を

送
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

卒
業
間
近
に
な
っ
た
今
、私

は
自
分
が
確
か
な「
青
春
」

を
送
っ
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、私
は
本
気
で「
全

国
大
会
最
優
秀
賞
」

と
い
う
大
き
な
目
標
に

向
か
っ
て
本
気
で
ぶ
つ

か
り
合
い
、高
め
合
え

る
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
達
に
出
会
え
た
か

ら
で
す
。最
優
秀
賞
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
優
秀
校
と
し
て
東

京
の
新
国
立
劇
場
で

大
事
な
作
品
を
上
演

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、私
は
会
う

だ
け
で
元
気
を
も
ら

い
、笑
顔
に
な
れ
る
友

達
を
得
ま
し
た
。さ
ら

滋賀大学経済学部

静岡大学工学部数理システム工学科

プ
レ
ー
以
外
の
部

分
で
は
物
事
の

考
え
方
や
日
常

生
活
で
の
行
動
、

振
る
舞
い
、校
訓

に
も
あ
る
「
礼

儀
」
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
勉
強

と
部
活
動
の
両

方
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
、大
切

だ
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、最
終
的
に
達

成
し
た
い
結
果
目
標
、そ
し

て
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め

の
具
体
的
な
行
動
目
標
を

も
つ
こ
と
で
す
。結
果
目
標

は
活
動
の
原
動
力
に
、行
動

目
標
は
目
の
前
の
や
る
べ
き

こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
学

び
を
得
ら
れ
た
の
は
、勉
強

も
部
活
も
本
気
で
打
ち
込

め
る
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
が
大
学
で
学

ぶ
工
学
は
、主
に
も
の
づ
く

り
に
関
わ
る
分
野
で
あ
り
、

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
、

ま
さ
に「
開
拓
」の
分
野
だ

と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

長
良
高
校
で
の
3
年
間
で

学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
し
、

「
開
拓
者
魂
」を
持
ち
続
け

て
こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
前

に
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
「
文
武
両
道
」こ
れ
は
私

が
学
生
生
活
を
送
る
中
で

最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

の
１
つ
で
あ
り
、こ
の
長
良

高
校
に
進
学
す
る
こ
と
を

決
め
た
最
大
の
理
由
で
す
。

「
開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学
と

ス
ポ
ー
ツ
に
あ
た
れ 

礼
儀
正

し
く
あ
れ
」
と
い
う
校
訓

は
、勉
強
も
部
活
動
も
充

実
し
た
高
校
生
活
に
し
た
い

と
い
う
私
の
思
い
に
ぴ
っ
た

り
で
し
た
。

　

高
校
入
学
後
は
、素
晴
ら

し
い
仲
間
や
先
生
方
と
出

会
い
、私
自
身
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
特
に
、甲
子
園

と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か

っ
て
苦
楽
を
共
に
し
た
野
球

部
の
仲
間
と
過
ご
し
た
時

間
は
、私
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
し
た
。
野
球

部
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て

得
た
も
の
は
数
多
く
あ
り
、

＊ 写真中央の青いタオルが岩田さん＊ 写真中央の青いタオルが岩田さん

株式会社石昌商会

石昌運輸有限会社
代表取締役　石原 泰守 （33期生）
取締役　石原 泰享 （38期生）

　石原 英樹 （61期生）
岐阜県各務原市各務山の前町4丁目

安心・安全な輸送

グランド用土（黒土）の製造・販売

TEL.058-384-1158　FAX.058-370-3920
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体育祭
「結果を重視するか、プロセスを重視するか」青団団長／林　恵多

　高校最後の夏、体育祭の応援団長を務める中で、リーダーについて深く考えるようになり、こ
の言葉に出会った。そこで私は、「プロセスを楽しめる」団長になり、応援団と団員を含めたチー
ムを作ろうと決意した。
　5年ぶりに約360人の団員を含めた応援合戦をすることになり、期待と不安が入り混ざった生
活が始まった。限られた時間の中で行う、練習の計画、全校練習、演舞の振り付けなど課題は
山のようにあった。しかし、そんな状況だからこそみんなで楽しむ方法を応援団の仲間と共に考
え課題を一つずつ解決していった。迎えた本番、振り返ると時間が経つのが早く記憶が曖昧だ。
ただ今までやってきた事は全て出せたと思う。応援団の仲間には、「解散したくない」と泣く子が
いたくらいだ。多くの人が同じ気持ちになったように、濃厚な時間を過ごすことができた。結果は
総合優勝することができた。
　この経験を通して苦しい時期こそ、楽しさや感動を見出すことでチーム全体が一つになれると
感じた。これから上手く行かないことがあっても、自分が成長できるチャンスと捉え、「プロセス」を
楽しみながら生活していきたい。

「かまわないから、こっちに行ったら駄目だと思う方に賭ける。」黄団団長／浅野　湊

　「かまわないから、こっちに行ったら駄目だと思う方に賭ける。」この一文は岡本太郎「自分の中に毒を持て」という本にあ
る一文である。素晴らしい体育祭を創りあげる上で幾度と支えとなった一文であった。
応援団長として去年のような体育祭を作り上げる道、つまり再現をする道を歩
もうとする際、先ほどの一文は自分の決意を変えた。
去年に応援団と生徒という壁を生徒の立場で経験をした私自身が、来年は全
校が一体感を持つ応援団として青春を謳歌させたいという理念のもと、伝統長
良の全校で創り上げる応援団の復活を目指し活動した。
参考資料はなく、応援歌、道具、金銭などは仲間に任せ、私は全校が同じ
ベクトルを向くよう力を注いだ。
結果として全校一人残らず巻き込み、各々が終始感情を露わにする体育祭と
なった。やり方は異なるかもしれないが「全校で」という面では、伝統を再興
できたと自負している。
在校生には伝統を継承するだけでなく、さらに進化した体育祭を期待しています。

「11 人で何ができるか。」白団団長／白石　隆之介

　「11 人で何ができるか。」今年の白団応援団は 11 名と前年度と比べて少な
い人数しか集まらなかった。11 人でどう演舞をするか、どうやって白団全体を引っ
張っていくか、活動当初不安でいっぱいだった。演舞を
創り上げるなか、学年間での価値観の違いや、他団へ
の遅れから何度も団員間で衝突した。しかし、「11 人だ
からできること」を追求し、全員が納得できる形で演舞を
創り上げた。そして迎えた当日、自分たちの演舞も団員
の動きも最高のものであった。しかし、優勝することはで
きなかった。解団式のとき、白団全員の視線を浴びる中、
悔しくて悔しくてほんとに悔しくて、大号泣した。でも、
11 人で応援団をやり遂げたことを誇りに思う。そして、
頼りない自分に最後まで着いてきてくれた白団のみんな
「ありがとう。」

応援合戦復活！！
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新国立劇場公演までの歩み
　

こ
の
度
私
た
ち
演
劇
部
は
、全
国
高
等
学
校

演
劇
大
会（
兼 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
）

で「
文
化
庁
長
官
賞（
２
位
）」を
受
賞
し
、新
国

立
劇
場
で
行
わ
れ
た
優
秀
校
東
京
公
演
に
出

演
し
ま
し
た
。演
目
は
、「
星
観
る
者
ど
も
」。部

員
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
創
作
劇
で
す
。

　

高
校
演
劇
は
、地
区
大
会
、県
大
会
を
経
て
ブ

ロ
ッ
ク
大
会（
岐
阜
の
場
合
、中
部
６
県
が
集
ま
る

中
部
日
本
大
会
）が
行
わ
れ
、そ
の
最
優
秀
の
１

校
の
み
が
、翌
年
夏
の
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

ル
ー
ル
で
す
。全
国
約
2
0
0
0
校
の
内
12
校
だ

け
が
出
場
で
き
る
の
が
全
国
大
会
で
あ
り
、そ
の

更
に
上
位
４
校
の
み
が
出
場
で
き
る
優
秀
校
東

京
公
演
に
至
っ
て
は
、夢
の
ま
た
夢
…
。こ
の
公
演

が
決
定
し
た
時
、皆
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

演
劇
に
は
本
来
、「
ど
こ
ま
で
深
く
描
け
る

か
」と
い
う
評
価
軸
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
私
た

ち
は
、全
国
で
最
も
人
数
の
多
い
84
名
と
い
う
大

所
帯
。極
力
多
く
の
部
員
が
出
演
出
来
る
よ
う

に
す
る
に
は
、「
深
さ
」よ
り
も「
広
が
り
」を
意

識
し
た
作
風
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、苦
悩
の
連

続
で
し
た
。広
げ
て
、広
げ
て
、そ
し
て
最
後
に
た

だ
一
点
の
み
で
観
客
の
心
に
突
き
刺
す
…
、そ
ん

な
作
品
を
目
指
し
ま
し
た
。そ
の
最
後
の
一
点
と

し
て
何
を
描
く
か
、そ
れ
が
創
作
す
る
上
で
最
も

悩
ん
だ
内
容
で
し
た
。導
き
出
し
た
答
え
は
、「
感

謝
」で
し
た
。

　

こ
の
大
所
帯
で
唯
一
、た
だ
の
一
度
も
役
者
と

し
て
舞
台
に
立
つ
こ
と
な
く
裏
方
と
し
て
部
を

支
え
続
け
た
生
徒
が
２
名
い
ま
し
た
。全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
年
の
３
年
生
で
、舞
台
監
督

の
生
徒
と
、衣

装
担
当
の
生

徒
で
し
た
。だ

か
ら
、ラ
ス
ト

シ
ー
ン
に
登
場

す
る
役
に
は
、

二
人
の
名
前

を
付
け
ま
し

た
。こ
の
作
品

を
、「
全
て
の

裏
方
」へ
捧
げ

る
作
品
に
し

よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、地
動
説
の
立
役
者
で
あ
る
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
の
弟
子「
レ
テ
ィ
ク
ス
」を
追
う
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
、「
高
田
賢
三
」氏
や「
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
」

氏
が
活
躍
し
た
昭
和
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
、そ
し
て

現
代
の
演
劇
部
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
複
雑
に
交
差

す
る
物
語
。

　

物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、輝
く
人
た
ち
を
見
つ

め
る
裏
方
た
ち
の
、熱
い
眼
差
し
が
想
い
を
繋

ぎ
、３
つ
の
世
界
が
収
斂
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て

最
後
は
、現
代
の
演
劇
部
シ
ー
ン
。役
者
を
舞
台

上
へ
と
送
り
出
す
舞
台
監
督
に
対
し
、役
者
の
一

人
が「
舞
台
監
督
の
た
め
の
衣
装
」を
手
渡
し

て
、幕
が
下
り
ま
す
。

　

支
え
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
、応
援
し
て
く
れ
る

両
親
や
先
生
方
、Ｏ
Ｂ
Ｇ
、地
域
の
方
々
…
、全

て
の
方
々
へ
の
感
謝
を
劇
に
詰
め
込
み
ま
し
た
。

【
演
じ
る
だ
け
が
舞
台
じ
ゃ
な
い
】

　
「
演
じ
る
だ
け
が
舞
台
じ
ゃ
な
い
。」こ
れ
は
、

長
良
高
校
演
劇
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一つ
で
す
。私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、役
者
た
ち
に
負
け
じ
と
、全
力

で
舞
台
を
支
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
予
約
に
、ト
ラ
ッ
ク
手
配
、照
明
音
響

の
準
備
や
、権
利
関
係
の
処
理
…
。上
演
を
行

う
た
め
に
必
要
な
タ
ス
ク
は
あ
ま
り
に
膨
大
で

す
が
、そ
れ
を
全
て
生
徒
で
行
う
の
が
、私
た
ち

長
良
高
校
演
劇
部
の
特
徴
で
す
。劇
中
に
登
場

す
る
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
氏
に
は
脚
本
や
舞
台
衣
装

の
写
真
を
送
り
、チ
ェッ
ク
し
て
頂
き
ま
し
た
。何

十
点
も
の
衣
装
、精
巧
な
小
道
具
、様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
た
舞
台
美
術
に
、め
く
る
め
く
場

面
転
換
…
。審
査
員
で
あ
っ
た
プ
ロ
の
舞
台
美

術
家
や
演
出
家
、評
論
家
か
ら
感
嘆
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

劇
を
見
慣
れ
た
審
査
員
の
方
々
か
ら
、「
劇

中
に
し
ゃ
べ
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
に
、思
わ
ず『
す

ご
…
』と
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
っ
た
。」と
言
わ
れ
た

時
に
は
、思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
出
ま
し
た
。

　

私
は
来
年
度
か
ら
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
舞
台

芸
術
を
学
び
ま
す
。「
開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学

と
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
た
れ
。礼
儀
正
し
く
あ
れ
。」こ

の
長
良
高
校
の
校
訓
の
よ
う
に
、謙
虚
な
姿
勢

を
忘
れ
ず
、挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。長
良

高
校
で
は
、本
当
に
学
び
の
多
い
３
年
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。こ
の
素
敵
な
環
境
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

演劇部部長　上田 　颯南（７６期）演劇部部長　上田 　颯南（７６期）

私たちがいます。
あなたと、
ご家族のそばに。

すずらんグループ

つぼ焼きいも

すずらん

いもしん

助産院

芋 神

訪問看護ステーション
すずらん

ケアプランセンター
すずらん

ケアステーション
すずらん株式会社すずらん

介護タクシー
福祉タクシー
すずらん

代表取締役　河 田  真 一（42期）
専務取締役　小 森  康 史

TEL.058-246-8200（代）本社 羽島郡岐南町平成6-33

株式会社トドロキレッカー
株式会社トドロキ・トランスポート
株式会社トドロキレッカー
株式会社トドロキ・トランスポート

トドロキレッカー 検索http://todoroki-wrecker.com/

（メインホスト44期）
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去
る
令
和
七
年
一
月
十
二
日
�
本
校

で
校
長
を
務
め
ら
れ
た
鈴
木
賢
治
先

生
︵
26
期
︶
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
�

鈴
木
先
生
は
�
昭
和
四
十
九
年
の
選

抜
高
校
野
球
大
会
︵
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
︶
に
�
本
校
の
主

将
�
4
番
三
塁
手
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
�
長
良
高
校
の

甲
子
園
出
場
は
春
夏
合
わ
せ
て
4
回
で
す
が
�3
回
目
ま
で

︵
昭
和
二
十
五
年
・
二
十
六
年
︶
は
本
校
に
商
業
科
が
あ
�

た
関
係
で
�
長
良
と
県
岐
阜
商
の
両
校
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
ま
す
が
�
こ
の
時
の
甲
子
園
出
場
は
�
新
生
普
通
科
長
良

高
校
野
球
部
の
象
徴
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
�
確
か
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
�

　
そ
の
後
�
岐
阜
大
学
に
進
学
さ
れ
�
大
学
在
学
中
か
ら
学

生
監
督
と
し
て
本
校
野
球
部
を
指
揮
さ
れ
�昭
和
五
十
三
年
の

全
国
高
校
野
球
選
手
権
岐
阜
大
会
準
優
勝
の
礎
を
築
か
れ

ま
し
た
�
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
新
任
体
育
教
員
と
し
て
中

津
川
工
業
に
赴
任
し
�
加
茂
高
校
勤
務
を
経
て
�
平
成
五
年

か
ら
は
長
良
高
校
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
�
﹁
担
任
を
務
め
な

け
れ
ば
�
選
手
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
﹂
を
モ
�
ト
�

に
�
多
忙
な
業
務
の
中
�
野
球
部
監
督
と
し
て
�
限
ら
れ
た

条
件
を
ハ
ン
デ
�
と
せ
ず
�
練
習
内
容
を
工
夫
す
る
な
ど
卓

越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
�
秋
季
東
海
大
会
出
場
に
導
か

れ
ま
し
た
�
そ
の
後
�
県
教
育
委
員
会
で
教
育
行
政
の
分
野

で
尽
力
さ
れ
�
岐
阜
北
高
校
教
頭
な
ど
の
管
理
職
を
経
て
�

平
成
二
十
五
年
�
遂
に
長
良
高
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
さ
れ

ま
し
た
�
校
訓
で
あ
る
﹁
開
拓
者
の
気
魄
で
勉
学
と
ス
ポ
�

ツ
に
あ
た
れ
　
礼
儀
正
し
く
あ
れ
﹂
の
具
現
化
を
目
指
し
�

勉
学
と
部
活
動
の
両
立
の
推
進
と
人
格
の
向
上
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
�
そ
の
在
任
期
間
は
異
例
の
4
年
と
い
う
長
き
に

渡
り
ま
し
た
�
そ
う
し
た
高
校
時
代
か
ら
校
長
ま
で
の
傑
出

し
た
功
績
に
対
し
�
葬
儀
で
の
弔
辞
で
は
﹁
あ
な
た
こ
そ
ミ
ス

タ
�
長
良
高
校
で
あ
る
﹂
と
の
賛
辞
で
送
ら
れ
て
い
ま
す
�

　
ご
退
職
後
も
�
長
良
高
校
の
行
く
末
を
常
に
気
に
か
け
て

い
た
だ
き
�
令
和
三
年
よ
り
満
を
持
し
て
本
校
野
球
部
の
Ｏ

Ｂ
会
︵
長
球
会
︶
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
�
セ
ン
バ
ツ
甲

子
園
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
�
5
回
目
の
出
場
が
野
球
部
Ｏ

Ｂ
全
員
の
悲
願
と
な
�
て
い
る
中
�
現
場
に
対
し
て
は
常
に

﹁
結
果
を
焦
�
て
は
い
け
な
い
﹂
﹁
主
役
は
選
手
﹂
﹁
選
手

に
と
�
て
一
番
良
い
の
は
何
か
を
考
え
ろ
﹂
と
厳
し
く
も
暖

か
い
眼
差
し
で
見
守
�
て
下
さ
り
�
ご
自
身
の
体
調
が
優
れ

な
い
中
に
あ
�
て
も
�
母
校
野
球
部
を
最
後
の
最
後
ま
で
応

援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
�

　
こ
こ
に
�
在
り
し
日
の
先
生
の
面
影
を
偲
び
�
ご
逝
去
を

悼
み
�
衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
�
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
�
合
掌
�

　

令
和
６
年
度
長

良
高
校
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
が
6
月

16
日（
日
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。私
た
ち

43
期
が
メ
イ
ン
ホ
ス

ト
期
と
し
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、今
回
も

四
〇
〇
名
近
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、同
窓
会

常
任
幹
事
の
皆
様
、サ
ブ
ホ
ス
ト
の
42
期
・
44
期
、

そ
し
て
、各
期
の
幹
事
の
皆
様
、後
藤
校
長
先
生

を
は
じ
め
諸
先
生
方
の
心
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
親
会
の
テ
ー
マ
を
、参
加
さ
れ
る
全

て
の
皆
様
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と

「
世
代
を
超
え
て
開
拓
者
魂
を
繋
ご
う
〜2024 

A
L
L
 N
A
G
A
R
A
 O
N
E
 T
E
A
M

〜
」と
し
ま

し
た
。メ
イ
ン
ホ
ス
ト
期
と
し
て
、少
し
で
も
参
加

さ
れ
た
皆
様
方
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
、私
た
ち
幹
事
の
思
い
を
込

め
て
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意

す
る
な
か
で
は
、同

級
生
の
南（
旧
姓
市

川
）さ
ん
を
中
心
に
、

会
場
の
皆
様
を
巻
き

込
ん
だ
フ
ラ
ダ
ン
ス
で

よ
り
盛
り
上
が
れ
た

と
思
い
ま
す
。何
よ

り
も
、こ
の
懇
親
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

た
同
期
の
仲
間
と
の
関
わ
り
や
絆
が一
番
の
財
産

に
な
り
ま
し
た
。疎
遠
に
な
っ
て
い
た
仲
間
、あ
ま

り
学
生
時
代
に
は
接
点
の
な
か
っ
た
仲
間
も
、

三
十
年
の
時
を
経
て
こ
の
懇
親
会
の
準
備
や
懇

親
会
な
ど
を
開
催
す
る
中
で
打
ち
解
け
、二
次

会
で
は
リ
ッ
ク
ス
マ
ン
と
三
十
年
前
の
女
子
高
生

が
登
場
し
、最
高
潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
大
好
き
な
母
校
長
良
高
校
の
同
窓

会
総
会
の
一
助
を
担
う
こ
と
が
で
き
、私
た
ち

43
期
一
同
も
思
い
は
ひ
と
し
お
で
す
が
、こ
の
気

持
ち
を
一
過
性
に
す
る
の
で
は
な
く
、母
校
愛
を

更
に
高
め
、微
力
な
が
ら
何
か
の
形
で
還
元
で
き

る
よ
う
、ま
た
鈴
木

委
員
長
は
じ
め
44
期

の
皆
様
へ
お
繋
げ
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
益
々
の
長
良

高
校
の
発
展
と
来
年

度
皆
様
方
に
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
結
び
の
言
葉
と

し
ま
す
。

ありがとうございました

昨年度実行委員長
佐野　竜（43期）

令和6年度
同窓会総会・懇親会

関
東
支
部
の

グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を
立
ち
上
げ
ま
し
た！

関
東
支
部
長  

塗
木 
栄
一
郎（
32
期
）

　

関
東
支
部
で
は
、卒
業
生

の
近
況
や
在
校
生
の
活
躍

を
共
有
す
る
為
に
グ
ル
ー
プ

L
I
N
E
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。卒
業
生
で
あ
れ
ば
関

東
在
住
者
以
外
の
登
録
も

大
歓
迎
！
登
録
ご
希
望
の

方
は
、下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
11
月
23
日（
祝
）

に
関
東
支
部
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
は
、後
日
グ
ル
ー
プ

L
I
N
E
で
発
表
し
ま
す

の
で
ご
期
待
下
さ
い
！

昨年の集合写真（30期　澤田栄さん提供）

ミ
スタ
ー
長
良
高
校 

逝
く

同
窓
会
特
別
顧
問

　
　
鈴
木
賢
治
氏（
26
期
）
逝
去

　次年度（令和8年）の
総会・懇親会は、45期生
がメインホストとして運
営を行います。本年度は、
サブホストとして総会・懇
親会に大勢参加して、先
輩達から運営方法を学
びましょう！

45期生の
皆さんへ

（平成6年3月卒）

関
東
支
部
の
コ
ー
ナ
ー

東
支
部
の
コ
ー
ナ
ー

/ 日

2025

グループLINEを立ち上げました！

（登録ご希望の方は、下記メールアドレスに連絡お願いします）

メールアドレス nagara.reunion.kantobranch@gmail.com

支部長 塗木 栄一郎（32期）
連絡先：千葉県松戸市日暮１−１０−５　（株）アイ・ティー・オー内

メールアドレス nagara.reunion.kantobranch@gmail.com
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（団体→県大会ベスト８以上、個人→県大会８位以上）を掲載（令和6年4月～令和7年3月まで）★全国大会　●東海大会　◆県大会

全国高等学校総合文化祭　岐阜県選抜バンド　出場 
ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト　アナウンス・朗読部門　出場 
全国高等学校総合文化祭　アナウンス・朗読部門　出場 
全国高等学校総合文化祭　優秀賞　文化庁長官賞 
全国高等学校総合文化祭優秀校東京公演　出場 

【吹奏楽部】
【放送部】
【放送部】
【演劇部】
【演劇部】

春季全国高等学校演劇研究大会 
全国高等学校総合体育大会　陸上競技　男子走幅跳　出場
国民スポーツ大会　陸上競技　男子少年A 走幅跳　出場
国民スポーツ大会　水泳競技　女子少年B 4×100mフリーリレー　出場 
後藤杯卓球選手権（全国オープン）　男子個人ベスト１６ 

【演劇部】
【陸上競技部】
【陸上競技部】
【水泳部】
【卓球部】

【 水泳 】　 
◆県高校総体

●東海高校総体

100m背泳ぎ
200m背泳ぎ
200m平泳ぎ
200m個人メドレー
400m個人メドレー
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×200mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
200m自由形
400m自由形
100m背泳ぎ
100m平泳ぎ
200ｍ平泳ぎ
100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ
200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×200mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合

400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ

６位
４位・７位
６位
５位
６位
８位
７位
６位
７位
４位
５位
６位
７位・８位
７位
７位
４位
１位・５位
１位・４位
４位
３位
４位
５位

8位

祝

 《文　化　系》

 《運　動　系》

【 吹奏楽 】
◆岐阜県吹奏楽コンクール　県大会
●東海吹奏楽コンクール
★全国高等学校総合文化祭　 岐阜地区選抜バンド
◆中部日本吹奏楽コンクール　県大会（動画審査）
◆岐阜県アンサンブルコンテスト　県大会
●東海アンサンブルコンテスト
◆中部日本個人・重奏コンテスト　個人の部　県大会
●中部日本個人・重奏コンテスト　重奏の部　本大会
【 放送・写真】
◆ＮＨＫ杯放送コンテスト県大会
◆ＮＨＫ杯放送コンテスト県大会
★ＮＨＫ杯全国放送コンテスト
★全国高等学校総合文化祭
◆岐阜県高等学校総合文化祭　
　岐阜県高等学校放送コンテスト新人大会
◆県青少年美術展
◆県高校写真コンテスト
   優秀賞1名の作品は次年度全国総文祭の候補作品 
公共交通ってイイネ
中高生フォトコンテスト
◆県高校総合文化祭写真展
東海地区高校生フォトコンテスト

【 コーラス 】
◆ぎふヴォーカルアンサンブルコンテスト
【 書道 】
◆県総合文化祭書道展
◆全国書道展
◆青少年美術展
【 演劇 】
★全国高等学校演劇大会
★全国高等学校総合文化祭優秀校東京公演
◆岐阜県高等学校演劇大会
●中部日本高等学校演劇大会
★春季全国高等学校演劇研究大会
【 文芸・かるた 】
◆全国競技かるた和歌山大会
◆全国競技かるた愛知大会
◆県高校選手権大会
◆岐阜県団体選手権
◆全国競技かるた静岡大会
◆全国競技かるた桑名大会
◆岐阜県かるた選手権大会
◆東海地区競技かるた団体戦
●東海高校生かるた育成大会
◆岐阜県文芸コンクール　短歌部門

金賞（県代表）
銀賞
出場
金賞

金賞4（県代表2）
銅賞2

金賞2・銅賞1
銀賞1・銅賞1

２位･3位
４位
出場
出場
８位
4位
入選1名
優秀賞１名
奨励賞９名
大賞１名
優秀賞１名
奨励賞４名
最優秀賞１名
入選１名

金賞、県教育委員会賞

奨励賞１名
大学賞２名
入選３名

優秀賞・文化庁長官賞
出場

岐阜県知事賞
中部日本高等学校演劇連盟賞　　　　　　　

出場

３位１名
準優勝１名
３位１名

優勝・準優勝・３位
３位２名

優勝１名・３位１名
優勝２名
準優勝
4名出場
２位１名

Ａ編成
Ａ編成

大編成

アナウンス部門
朗読部門
アナウンス・朗読部門
アナウンス・朗読部門
アナウンス部門
朗読部門
青年部写真部門

スマホ部門
写真部門

青年部書道部門

　

令
和
6
年
7
月
9
日（
火
）

に
、国
島
会
長
か
ら
後
藤
校
長

に
令
和
6
年
度
部
活
動
激
励

費
五
十
万
円
の
目
録
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
た
生

徒
だ
け
で
な
く
、幅
広
く
部
活

動
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
活

用
し
て
頂
き
、一
人
で
も
多
く

の
生
徒
が
、様
々
な
大
会
で
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

男子

女子

女子
※上記の個人8位以上が出場

【 水泳 】
◆県高校新人

★国民スポーツ大会
【 サッカー 】
◆県高校総体
◆高校選手権
◆県ユースリーグ

◆県新人戦
【 ハンドボール 】
◆県選手権大会
◆県選手権大会
【 ソフトテニス 】
◆県高校総体
◆県高校新人
◆県高校新人
【 剣道 】　 
◆県剣道大会
◆県高校新人
◆県高校新人
◆県選抜大会
◆県選抜大会
●東海選抜大会
●東海選抜大会
【バスケットボール】
◆県高校新人
【 バレーボール 】
◆県高校総体
◆県ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ選手権大会
●国民スポーツ大会　東海予選会
◆高校選手権
◆県高校新人
【 バドミントン 】　 
◆県高校総体

【 卓球 】　 
◆県高校総体

◆県高校生新人

50m自由形
100ｍ背泳ぎ
200ｍ背泳ぎ
100m平泳ぎ
200m平泳ぎ
200ｍ個人メドレー
400ｍ個人メドレー
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
50m自由形
100m平泳ぎ
200m平泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ
4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
総合
4×100mﾌﾘｰﾘﾚｰ

１部
２部

団体
団体
団体

団体
個人
団体
団体
団体
団体
団体

団体
ダブルス

団体
団体
団体

８位
６位

４位・７位・８位
７位
８位
６位・８位
６位
４位
４位
４位
６位

４位･５位
４位

１位（大会新）・５位
１位（大会新）
４位
４位
４位
出場

3位
３位
5位
9位
準優勝

3位
ベスト8

ベスト8
ベスト8
ベスト8

ベスト８
ベスト８
ベスト８
ベスト８
ベスト８
出場
出場

ベスト８

ベスト８
3位
出場１名
ベスト8
ベスト8

３位
ベスト８

ベスト８
ベスト４
２位

男子

女子

女子

男子

女子 少年B

男子
女子

女子
男子
女子

男子
男子
女子
男子
女子
男子
女子

女子

男子
男子
男子
男子
男子

女子

男子
女子
男子

【 卓球 】　 
●東海卓球選手権
★後藤杯卓球選手権（全国オープン）
◆県高校新人

◆全国選抜県予選

【 陸上競技 】
◆県高校総体

●東海高校総体

★全国高校総体
◆県高校新人

★国民スポーツ大会
●東海高校新人

個人
個人
団体
団体
個人
個人

４00m
110mH
400mH
4×４00mR
5000mW
走幅跳
走高跳
１００m
４００m
4×100mR
4×４00mR
三段跳
七種競技

走幅跳
１１０ｍH
走幅跳
２００ｍ
４００ｍ
１５００ｍ
４００ｍH
5000ｍW
4×100mR
4×４00mR
走幅跳
男子総合
男子トラック
１００ｍ
１００ｍ
２００ｍ
２００ｍ
１００ｍＨ
４００ｍＨ
４００ｍＨ
４００ｍＨ
4×100mR
4×４00mR
走高跳
走幅跳
三段跳
三段跳
やり投
砲丸投
女子総合
女子トラック
女子フィールド
走幅跳

５名出場
ベスト１６
6位
３位
２位・３位
ベスト８

５位
1位
8位
３位
８位
1位
5位
４位
５位
６位
７位
５位
２位

５位
７位
出場
８位
３位
６位
４位
１位
５位
２位
５位
６位
３位
４位
７位
６位
７位
３位
３位
７位
８位
３位
２位
３位
７位
１位
２位
５位
５位
３位
３位
２位
出場

男女
男子
男子
女子
男子
女子

　　　　　　　　　　　　　　※上記の個人６位以上が東海高校総体出場　
男子
男子
男子

男子
　　　　　　　　　　　　※県高校新人の個人６位以上が出場

男子

女子

部
活
動
激
励
費
授
与
式

部
活
動
激
励
費
授
与
式

令和６年度  部活動実績一覧

アクア不動産株式会社

岐阜県知事（3）第 4684号

（45期・サッカー部）

代表取締役　吉田 博政
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〒502-0916 岐阜県岐阜市西中島7丁目6番11号 アクアフィールド1F
TEL. 058-214-7788　／　FAX. 058-214-7877
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s- ish igami@pr ict ion .com

＜関連店舗＞ 岐阜正木店

ワッペン・アップリケ・刺繍ショップ
岐阜市正木中２丁目５－２８

（マーサ21西）

おともだちの広場

楽天市場店 yahoo！店
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16ながれ第57号

●
趣
　
旨

　
こ
の「
な
が
れ
」は
長
良
高
校
同
窓

生
約
三
万
名（
住
所
不
明
者
除
く
）に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
費
用
と
し

て
毎
年
送
料
を
含
め
三
百
八
十
万
円

程
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
の
納
入
状
況
で
は
全
員
へ
の

送
付
が
不
可
能
に
な
り
ま
す
。

ど
う
か
、
お
一
人
千
円
以
上
の

会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
●
金
　
額

　
千
円
以
上
（
一
口
千
円
を
一
口
以

上
）で
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
納
入
方
法

　「
な
が
れ
」に
同
封
す
る
郵
便
局
の

振
込
用
紙
に
て
納
入
し
て
下
さ
い
。

会
費
納
入
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

令和6年度 会費納入状況
期
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

7
12
14
36
30
129
53
20
51
76

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

97
68
27
48
59
41
107
56
43
124

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

58
55
95
80
147
139
79
72
81
146

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

58
102
108
80
52
34
44
59
71
105

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

34
59
134
34
7
8
3
10
1
0

口数 口数 口数 口数期 期 期
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

2
17
6
5
1
1
1
1
3
12

口数期
71
72
73
74
75
その他
合計

4
22
4
4
16
4

3,211

口数期
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

3
1
2
2
4
9
13
4
5
12

口数期口数期
R7.2.28現在

令和７年度入試　大学・短大・専門学校等合格状況令和７年度入試　大学・短大・専門学校等合格状況
合格者数

北 見 工 大
岩 手 大
山 形 大
宇 都 宮 大
埼 玉 大

東京海洋大
上越教育大
富 山 大

金 沢 大
福 井 大
信 州 大

岐 阜 大

静 岡 大

愛知教育大
名 古 屋 大
名古屋工大
滋 賀 大
京都工芸繊維大
大阪教育大
奈良教育大
鳥 取 大
島 根 大

広 島 大
香 川 大
九 州 大
宮 崎 大
鹿 児 島 大

琉 球 大
　 合 　

工
農
工

地域デザ
教育
理

海洋資源
学校教育
経済
教育
人間社会
工
工
医

社会シス
教育
地域科学
工
医

応用生物
人文社会
教育
グローバ
工
教育
法
工
経済
工芸科学
教育
教育
地域
総合理工
生物資源
工
創造工
工
農
法文
農
理
計

1

1

1

1

1

1

6

1
1
1

1
1
1
2
1
1
2
4
1
1
2
16
5
4
1
1
2

2
2
2
1
2
4
1

1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
76

1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
5
1
1
2
16
5
5
1
1
2
1
2
2
2
1
3
4
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
82

大  学  名 学 部

＜国立大学＞

現役 既卒 合計
合格者数

公立小松大

敦賀市立看護大
福井県立大

都留文科大
長 野 大
長野県立大

岐阜県立看護大
静岡文化芸大
愛知県立大
名古屋市立大
滋賀県立大

大阪公立大
神戸市外大
芸術文観光職大
公立鳥取環境大
島根県立大

叡 啓 大
周南公立大
北九州市立大
長崎県立大
名 桜 大
　 合 　

国際文化
生産シス
看護
経済
看護福祉
文

社会福祉
グローバ
健康発達
看護
文化政策
外国語
医

人間文化
環境科学
工
商
外国語
芸文観光
経営
地域政策
看護栄養
ソーシャ
経済経営
法

情報シス
人間健康
計 0

1
2
1
1
1
3
2
1
1
7
1
3
1
3
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
50

1
2
1
1
1
3
2
1
1
7
1
3
1
3
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
50

大  学  名 学 部

＜公立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

釧路公立大
旭川市立大
高 崎 経 大
横浜市立大
富山県立大

石川県立大

経済
経済
経済
国際商
工
情報工
生物資源

　1
1
1
1
2
1
1

1
1
1
1
2
1
1

大  学  名 学 部

＜公立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

青 山 学 院 大
学 習 院 大
杏 林 大
国 士 舘 大
駒 澤 大
成 蹊 大
成 城 大
中 央 大
帝 京 大
東 京 工 科 大
東 京 女 子 体 育 大
東 京 農 大
東 京 理 大
二 松 学 舎 大
日 本 大
日 本 歯 大
明 治 大

1

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
2

1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
2
1
2

大  学  名

＜私立大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

神 奈 川 大
産 業 能 率 大
金 沢 工 大
朝 日 大
岐 阜 協 立 大
岐 阜 女 子 大
岐 阜 聖 徳 学 園 大
東 海 学 院 大
中 部 学 院 大
岐 阜 医 療 科 学 大
岐 阜 保 健 大
静 岡 理 工 科 大
愛 知 大
愛 知 学 院 大
愛 知 工 業 大
愛 知 淑 徳 大
金 城 学 院 大
椙 山 女 学 園 大
大 同 大
中 京 大
中 部 大
東 海 学 園 大
名 古 屋 外 大
名 古 屋 学 院 大
名 古 屋 芸 大
名 古 屋 商 大
名 古 屋 葵 大
南 山 大
藤 田 医 大
名 城 大
愛 知 文 教 大
名 古 屋 文 理 大
愛 知 工 科 大
人 間 環 境 大
名 古 屋 学 芸 大
修 文 大
皇 学 館 大
鈴 鹿 医 療 科 学 大
長 浜 バ イ オ 大
京 都 産 業 大
京 都 芸 術 大
同 志 社 大
同 志 社 女 子 大
立 命 館 大
龍 谷 大
追 手 門 学 院 大
大 阪 電 気 通 信 大
関 西 大
関 西 外 大
近 畿 大
関 西 学 院 大
　 合 計 　 1

1
1
1
5
1
3
78
3
3
20
4
1
33
22
9
28
7
17
20
98
71
5
12
11
1
2
3
38
1
65
1
2
2
2
6
1
4
1
3
4
1
4
2
18
8
1
2
1
1
9
3

660

1
1
1
5
1
3
78
3
3
20
4
1
33
22
9
28
7
17
20
98
71
5
12
11
1
2
3
38
1
65
1
2
2
2
6
1
4
1
3
4
1
4
2
18
8
1
2
1
1
9
3

661

大  学  名

＜私立大学＞

現役 既卒 合計

6126 132

合格者数
現役 既卒 合計

国公立大学
合計132名　

合格者数

岐 阜 市 立 女 短
　 合 　 計 　 0

2
2

2
2

短　大　名

＜国公立短期大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

岐 阜 県 農 業 大
　 合 　 計 　 0

1
1

1
1

学　校　名

＜その他＞

現役 既卒 合計

合格者数

愛 知 学 院 大 短
　 合 　 計 　 0

1
1

1
1

短　大　名

＜私立短期大学＞

現役 既卒 合計

合格者数

岐 阜 県 立 衛 生 専
岐 阜 市 立 看 護 専
京 都 看 護 助 産 学 校
朝日大学歯科衛生士専
名古屋デザイン＆テクノロジー専
東京ITプログラミング＆会計専
H A L 名 古 屋
名 古 屋 モ ー ド 学 園
　 合 　 計 　 0

6
1
1
1
1
1
1
1
13

6
1
1
1
1
1
1
1
13

学　校　名

＜各種専門学校等＞

現役 既卒 合計

国 立 大 学
公 立 大 学
私 立 大 学
国 公 立 短 期 大 学
私 立 短 期 大 学
専 門 学 校
就 職
浪 人
そ の 他
　 合 　 　 計 　

73
39
213
1
1
12
0
13
2

354

＜進路先まとめ＞
進　路　先 現役 既卒 合計

79
39
214
1
1
12
0
13
2

361

6

1

7

CHALLENGE
INNOVATION　
SPEED
ＤＸで
未来をもっとよくしたい

岐阜本社・東京本社岐阜本社・東京本社


